
（別紙３）

～ 2025(R7)11月20日

（対象者数） 19名 （回答者数）
19名

～ 2025(R7)年11月20日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・自己理解を深め（強み、弱みの把握）を深め、日常生活や

社会生活が円滑に過ごせるように支援します。

・自ら自主的に行動できるように、行動範囲を広げ余暇窓も

自分でスケジュールを立てて過ごす事ができるように支援し

ます。

2

・個々の家族に寄り添い、困り感を共有する。

・個々の家族のライフスタイルに合った提案をしていく。

3

・こどもの特性や障がいに合った就労事業所見学、体験など

の依頼。→保護者への働きかけ

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・スタッフのスキルアップを図り、PDCAサイクルの再確認

と強化を行っている。

・一人ひとりの特性や障害に寄り添い

2

・定期的な他事業所（併用放課後デイサービス）との情報

共有

・共通の研修などに参加

3

・きめ細かいアセスメント

・多職種の支援会議…いろいろな方向性からこどもの成長を

見守る

・地域資源の活用

　子どもたち、ひとりひとりの特性や障がい理解を志、それに

応じた個別の支援の充実を図っています。また、こどもたちの

将来を見据え自立と社会参加に向けての活動や支援の充実を

図っている。

・サポートブック（自己理解）の作成（島根県東部発達障

がい者センターウイッシュとの協働）

・自宅や学校からハーモニーへの移動支援（徒歩、自転車、バ

スなど公共交通機関利用サポート）

・金銭管理についての学習（島根県消費者センター）

　一人ひとりの特性や障がいに応じてきめ細かい配慮を行い、

どの家族にも分け隔てない対応を心がけ、保護者との信頼関係

を築いています。また、子育ての困り感に共感し、寄り添う姿

勢を大切にしています。

・思春期ペアレントトレーニング開催（ウィッシュとの今

協働）

・個人懇談、小集団での子育ての情報共有

・施設見学へのお誘い

　自立と社会参加に向けての活動、就労支援、進学に向けて学

習サポートを行い将来に向けての見通しがもてるようにサポー

トしている。

・就労支援事業所と連携し、就労に向けての施設見学体験など

の活動を積極的に取り入れている。

・公民館、近隣事業所（放デイ）、地域との交流

・地域行事への参加

・ボランティア活動

　児童の家族と担当専門相談員との連携は定期的にとれている

が、学校との連携が不十分であると感じられる。個人情報の関

係もあり、情報を開示しない場合がある。学校での子どもの様

子から放課後の支援につながる観点から学校との連携をとって

いきたい。

・地域資源の活用方法を探る

・相談員を通じて学校との連携をはかる

・学校・就労支援事業所との連携

・進学・就労のサポート

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　行事、活動などがマンネリ化しつつある。PDCAサイクルの

強化は必要であると思われる。こどもファーストでひとりひと

りの子どものニーズに合わせた療育活動を計画し反省評価をス

タッフ間で共有する。また、活動に応じていろいろな場所の提

供やスペースの確保も行う。

・療育活動の見直し、改善

・静と動の活動のバランスを考え、活動の場の確保

　他事業所との情報共有、連携があまりとられていない。他事

業所との併用利用の児童もいる中でじどうや家族の様子の共有

が十分に出来ていない。

・他事業所とのコミュニケーション

2025(R7)年11月14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025（R7）年12月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハーモニー大輪

○保護者評価実施期間
2025（R7）年11月14日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


